
・色水遊びの中で『混ぜる』動作を楽しんだり、色が混ざっていく様子をよく観察する姿が見られる

・感触遊びを好み、夢中になって参加する子が多い

・容器やスポイトなどを個別に用意し、じっくり変化を楽しめるようにしていく

・ジェル/氷/油などを用意し、混ざり方の変化を感じられるようにしていく

・(どうなるのかなぁ…)と疑問を抱くこと、またそれについて発見することの楽しさを感じて欲しい

・見つけた変化や発見を友だちと共有することの楽しさを味わって欲しい

・４人程度のグループを作り、交代で行っていく

　＜環境構成の図＞ 　＜振り返り〉

＊〇色と〇色を混ぜたらどうなるかが前回の活動で分かっていただけに

　今回色が変わらない、混ざらないといった変化を見て(なんでだろう)

　と子どもたち自身で疑問を抱き探究する姿が見られたように感じる。

＊混ぜることが楽しくて、どんどん色を追加していっていた。その中で

　ただ混ぜるのではなく混ぜたらどうなるか予想を立てる姿も見られた

　また、それを他児と共有する姿も見られた。

＊気が付いたことを友だちと共有しながら探求を進める子もいれば、

　ひとり黙々と探求を進める子もいて様々な『探求』の姿が見られた

【準備物】 ＊色んな素材を使用したことでそれぞれの違いに気付く様子が見られた

・シャンプーボトル 　・スポイト ・油 　その一方で、素材が多すぎて１つひとつの物について深く探求する

・色水(赤/青/黄/白) 　・氷 ・水 　ことが出来ていなかったように感じる。次回は１つのテーマについて

・クリアカップ 　・ジェル ・泡石鹸 　じっくりと探求を進めていきたい

小グループを構成する

　　　　　　　　　　　　すくわくプログラム②
３歳児クラス　担任：大澤

実施日：令和６年８月６日・７日

子どもの姿

「問い」を考える

活動をデザインする

保育士の想い

・混ぜたらどうなると思う…？



３色の絵具(赤・青・黄)を用意し、まずは前回と同じように色を作って遊びました

「あっ！これと同じ！」

「並べてみよう！これがいい！」

色の濃さを比べたり、好きな色を選んだり…

友だちとの会話も増えてきました

⑴　氷

　　　ここで　『氷』　を出しました

ガラガラガラ…　「なんの音？」

「こおりー！！！」と答えてに何が始まるんだろうとワクワクする子どもたち

スポイトを使って色水を吸い上げ

すこーしずつ垂らす子もいれば…

カップを手に取り豪快にひっくり返す子も…

「わぁー！青になったよ！」

「先生見てー！オレンジー！」

★混ぜるを楽しむ★



ひとり黙々と探求をする子…

変わっていく様子を友だちに教える子…

その姿は様々でしたがどの子も真剣です

「いちごジュース！」

「Iくんのはぶどうジュース！」

などと出来たものをジュースと呼ぶ子もいました

夢中になって色を足していくうちにあることに気が付きました

　　　「あれ…　おんなじだー！！！」

　　　　　　　　　　「ほんとだー！！おんなじだー！」

さっきまで違う色をしていたはずなのに…

いつの間にかみんな同じ色になっていました

前回の活動で色水を捨てたバケツを観察していたCちゃんは…

　　　　　　　　　　「全部入れると　茶色　になるんだよ！」

　　　　　　　　と、得意気に教えてくれました

　　　「全部流したら　どんな色になるのかなぁ…？」

　　　子どもたちの探求心は止まりません



⑵　ジェル

ジェルにも色を付けました

「綺麗だねー！かき氷みたい」

「ママみたいにご飯作ってるのー！」

真っ白だったジェルがあっという間に染まりました

より色の変化が感じられるよう

使う色を　赤・青・黄色の３色に限定しました

「青になったー！」

「今度は赤―！あれ…なんかピンクみたいだよ？」

色の見え方が氷とは違うことに気が付きました

色を付けていくと赤でも青でも黄色でもない色が生まれました

　　　　　　　　「緑になったよ！みて！」

　　　　　　　　「ほんとだー！Mも緑欲しいー！」

　　　　　　　　　　　そうって黄色と青を混ぜ始めました

色の仕組みへの理解が遊びの中で深まっていることが見えた場面でした



⑶　水と油

『水』に色水を垂らしてみました

「あれっ！？いなくなった！」

「消えちゃったー！」

「なんかモヤモヤーってしてるね」

子どもたちは上から横から覗き込みます

　　『油』に色水を垂らしてみました

　　　「わぁ！なんだこれー！」

　　　「ボールみたい！ちっちゃいボールがいっぱい！」

　　　「いなくならないね！」

　　落ちていく色の塊に子どもたちは興味津々

　　なんでいなくならないのかを頭の中で考えます

大きい玉を作ってみたり…かき混ぜて見たり…

「なんで消えないんだろうね」と聞くと

子どもたちがたどり着いた答えは…

「水じゃなくて　『お茶』　だからじゃない？」

「そうだねー！お茶だからだよー！」



⑷　泡

最後は　『泡』

卵パックいっぱいに乗った泡に色水を垂らします

「（赤が）ピンクみたい！」

「なんか薄い！水色みたい！」

泡もまた色の付き方が違うことに気が付きました」

　

上から見たり…横から見たり…

ゆすってみたり…手を入れて見たり…

『探求』の仕方は子どもによって様々

今回の活動では

（どうなってるのかなぁ？）と子どもたちが感じ

それについて知ろうとする姿がたくさん見られました


